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異材接合体は材料の短所を補い互いの長所を活用しながら強度特性の改善や新たな機能を

付与することを主な目的として，異なる性質や特性を有する複数の材料が接合され構造体

として適用される材料と位置づけられている． 

近年のプラスチックなどの適用範囲の拡大に伴い，自動車部品やエレクトロニクス部品な

どに新機能を付加したプラスチック/金属接合材を含む製品も一部で実用化されている．プ

ラスチック以外の材料においても品質や材料特性の高度化にも伴って，異種材料の複合化

技術の開発や異材接合体の実用化研究に関する関心も高まりつつある． 

しかしながら，接合する材料の組み合わせによっては，界面端部の力学的な強度特性を確保

することが困難な場合もあり，界面端に関する力学的問題についても十分に把握し，設計に

反映する必要がある．理論弾性論に基づけば，異材接合界面を構成する材料間の材料特性や

物性差等が界面で不連続になることに起因して，界面端が特異応力場を形成することが明

らかにされている．接合界面端の力学的挙動に関しては，理論的および数値的な研究が行わ

れ，多くの有用な知見が得られている．異材接合体を実用化する観点からは，外力負荷に対

する強さや破壊形態を把握しながら界面を含む構造体の強度やその支配因子を明確化する

必要もあると考えられる． 

本報告では異材界面端に生じる力学的な問題について概説し，材料特性や熱膨張係数の相

違が特に著しい材料を接合する際の界面端における力学的な特徴を述べる．ここでは力学

的な信頼性を確保することが特に難しいと思われるセラミックス/金属接合体を例に挙げ，

引張り試験結果やその破壊様式について述べる． 


